
複数医療機関による訪問診療に関する課題と論点（案）

（在宅で療養する患者の状況）

・ 患者が、複数の傷病に罹患している場合等に、別の保険医療機関の医師による訪問診療が必要となる事例がある。このよう
な場合、二人目の医師は在宅患者訪問診療料が算定できない取り扱いとなっている。

・ 訪問診療を行っている診療所について、主たる診療科別の実施状況を見ると、内科の他に、外科、泌尿器科、精神科が、その
他の診療科と比較して、多い。

・ 在宅で療養する患者は、複数の疾患に罹患している患者が多い。

（地域の取り組み）

・ 在宅医療を実施していない医療機関について、その理由をみると、スタッフがいない、時間的余裕がない、夜間の対応等身体
的な負担が大きいといった回答であった。

・ 地域の医師会が中心となり、在宅医師によるグループ診療を支援する事業を実施している地域や、複数の医療機関の医師が
連携して、24時間対応を含めた診療体制を構築している事例がある。

○ 在宅における療養計画に基づき、主として在宅医療を担う医療機関の医師が、患者・家族の同
意の下で、他の医療機関に当該患家への訪問診療を依頼し、当該他の医療機関がそれを実施し
た場合、診療報酬上の評価を設けてはどうか。

○ 地域医師会等の協力により、在支診以外の医療機関が他の医療機関と連携して、24時間対応
を含めた在宅医療体制を構築し、訪問診療を提供している場合には、一定の評価を検討してはど
うか。

【課題】

【論点（案）】
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